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当院は高度で専門的な治療や手術を行う「高度急性期・急性期(※)病院」であり、入院治療を必要とす
る救急患者さんを24時間365日受け入れる「二次救急医療機関」です。このため、急性期を過ぎた患者
さんの早期退院を目指しています。
※急性期：症状が急に現れ、刻々と変化し、生命の危険性が高い時期のこと。

　 早期退院により期待できる効果 
１．患者さんのＱＯＬ（生活の質）の維持
２．高度な医療を必要とする急性期患者さんの受け皿（病床）の確保
３．救急受け入れ体制の確保

　 早期退院のための取り組み 
１．入院早期からの退院調整を実施しています

患者さんごとに退院支援カンファレンス（医師、病棟看護師、退院支援担当者、訪問看護師、理学療
法士、作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、管理栄養士が参加）が開かれ、患者さんの思いや必要な医療
処置、患者さんの自己管理能力・支援体制、食事・栄養、家屋状況、移動動作、排泄状況、病状の理解
を総合的に判断し退院の方向性を話し合います。担当ケアマネジャーがいる場合は、同席していただき
患者さんの情報を共有しています。

２．入院早期からリハビリテーションを行います
脳卒中などの脳血管疾患や骨折などの運動器疾患、肺炎などの呼吸器疾

患、心臓疾患などの様々な疾患に対して、できるだけ早い時期からリハビリ
テーションを開始しています。

３．二人主治医制を推進しています
「地域のかかりつけ医（診療所）」と「当院」が患者さんの病気や治療の医療情報を共有し、一人の

患者さんを二人の主治医が連携して、継続的な治療を行います。かかりつけ医とのスムーズな連携を図
るため、医師を含む地域医療連携センタースタッフが地域の医療機関を訪問し、顔の見える関係を築い
ています。

 　相談支援体制〜患者さんの不安を和らげるために〜 
  入院支援室

入院が決まった患者さんにお越しいただき、患者さんとご家族が安心して療養生活を送れるよう入院
前から関わります。管理職を経験した経験豊富な再任用看護師（プラチナナース）３名とメディカルクラ
ーク３名を配置し、きめ細やかな対応を心がけております。必要に応じて多職種との橋渡しをします。

急性期病院の役割を担うために急性期病院の役割を担うために
〜早期退院を目指します〜〜早期退院を目指します〜

状態が悪化

病状が安定

富士市立中央病院
・急性期医療
・高度治療・入院
・専門的な検査・手術

かかりつけ医
・日ごろの健康管理
・予防・治療
・治療の継続

急性期医療の提供
が必要な患者さん
を無理に退院させ
ることはありませ
んので、ご安心く
ださい。
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病院機能評価受審結果について

  地域医療連携室
●退院調整

退院支援部門の看護師と社会福祉士が、患者さんの身体や精神、家族の状況を含めた生活全体を把
握します。そして、患者さんとご家族の希望に合わせて社会資源を活用しながら退院後も住み慣れた
療養場所で生活が継続できるように、他の関係機関と連携を図りながら共に考え支援します。

●訪問看護
訪問看護では、患者さんとその家族に寄り添い意思の決定支援や自立支援を行い、患者さんのＱＯ

Ｌ向上と自宅での療養生活を快適に過ごしていただくことを目指しています。患者さんとご家族が、
退院後も安心してその人らしく生活ができるように支援します。

  総合相談室（がん相談支援センター） 
患者さんが、安心して療養生活が送れるよう、病気・介護・福祉制度・療養生活等に関する困りごと

について、相談員が共に考え、問題解決のお手伝いをしています。がんに関するお困りごとについて
は、当院の患者さんやご家族だけでなく、どなたからでも相談をお受けしており、専門の相談員が一緒
に考えます。
●治療と仕事の両立相談

患者さんが、少しでも安心して治療と仕事が続けら
れるよう、相談員が社会保険労務士と共にサポートし
ます。ご利用にはお電話での予約が必要となります。

●がんサロン「ひだまり」
がんとともに自分らしく生きるため、がん患者さん

やそのご家族が日常生活の悩みや不安について語らう
場です。ピアサポーター（がん経験者）がサロンに同
席し、体験に基づくお話を聞くことができ、充実した
時間を過ごせます。お気軽にお越しください。

日時：毎月第４水曜日 14時〜16時　　
場所：第１会議室� 総合相談室（がん相談支援センター）　内線2046

　令和５年７月、医療機能の質の向上と安全の確保を図ることを目的に第三者機関が評価する病院機能
評価の訪問審査を受け、機能種別版評価3rdG:Ver3.0の認定を取得しました。当院は平成10年に初回の
認定を受けてから、今回で６回目の更新となります。
　今回の審査では多くの評価項目がＢからＳ・Ａに評価が上がり、特に以下の３点が当院の機能・取り
組みとして高く評価されました。

①退院支援を積極的に実施。在宅医療の支援など、組織的な退院後のケア。
②人材育成センターの設置。院内の教育研修を一元管理し、組織横断的に人材を育成。
③秀でた病理診断機能。輸血・血液管理機能に秀で、難度の高い認証を取得。

　認定の結果におごることなく、安心・安全、信頼と納得の得られる医療サービスを
提供するため、今後も医療の質の向上、業務の改善に努めてまいります。

Ｓ：秀でた取り組みをしている、Ａ：適切に行われている、Ｂ：一部課題は
あるが一定の水準に達している、Ｃ：一定の水準に達していない
※令和５年度は平成30年度と比べ、評価項目数が１項目減っています。

評価
項目数

平成30年度（前回) 令和５年度（今回)
Ｓ 2 5
Ａ 60 76
Ｂ 27 7
Ｃ 0 0

総項目数 89 88

例えば…
治療内容や予想される副作用っ
て何がある？、仕事との両立が不
安…、仕事内容や勤務方法を職場
に配慮してほしい
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富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和6年1月1日現在

診療科 《 部 長 名 》
《 責  任  者 》 月 火 水 木 金 （　備　　考　）

内 科
初診

白木 藤井 友 去川 中村 円 山田
中村 嵩 秋山 佐野 黒田 田村

（ 血 液 内 科 ）《 藤 井 常 宏 》 藤井 常 中村 嵩 藤井 常 伊藤 《藤井常医師の初診は完全紹介予約制》
（糖尿病･内分泌内科）《 廣 津 貴 夫 》 山田／比企 山崎 廣津・谷口 山崎 廣津 月曜の山田医師は午前、比企医師は午後	
（呼吸器内科）《 木 村 哲 夫 》 木村 児島・木村 木村 木村 木村・柴田 月曜の高橋康医師は午前、宮﨑医師午後	
（ 腎 臓 内 科 ）《 高 橋 康 人 》 高橋康/宮﨑 笠井 松本 高橋 康 秋山／笠井 水曜の谷口医師は午後、予約のみ	
（消化器内科）《 金 井 友 哉 》 金井 金井 鳥巣 中野 佐伯 金曜の秋山医師は午前、笠井医師は午後

丹羽 桐生 桐生 小森 水曜の中村嵩医師は午前のみ
（脳神経内科）《 河 野　 優 》 河野 中川 河野 幕 河野
高 齢 診 療 科 《 鈴 木 英 訓 》 鈴木 鈴木 《初診は完全紹介予約制》※院内標榜科
精 神 神 経 科 《 外 岡 雄 二 》 外岡 外岡 外岡 白川 《初診は金曜、完全紹介予約制》
循 環 器 科 初診 野村 阪本 阪本 富永 河津／前原 金曜の河津医師は奇数週、前原医師は偶数週

（循環器内科）《 阪 本 宏 志 》 富永 野村 阪本
前原 谷川 月曜の前原医師は午後

（心臓血管外科）《 田 口 真 吾 》 田口 成瀬
小 児 科 《 秋 山 直 枝 》 松岡 ※は午前のみ

尾形 庄司※ 野中※ 尾形※ 野中
庄司※ 秋山※ 海野 秋山※ 秋山

外 科 《 鈴 木 俊 雅 》 初診 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 木曜の交替制は午前9時から9時半、11時以降
吉田 梶本 梶本※ 良元 火曜の田地野医師は午前、志村医師は午後

田地野・志村 武田 北村 坪井 金曜の柏木医師は第４週のみ　　※は午前のみ
良元※ 鈴木※ 小児外科 柏木 木曜の小児外科は午前のみ、第５週は休診《初診は完全紹介予約制》

森川※ 木曜の森川医師は9時半から11時《初診は完全紹介予約制》
（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本 神尾※ 木曜の神尾医師は第3週
整 形 外 科 《 奥 津 裕 也 》 三槗 奥津 三槗 奥津 水曜は初診のみ《初診は完全紹介状制》

金谷 一森 交替制 一森 金谷 水曜の診察は午前9時半から11時まで
新井 笹本 笹本 新井

脳 神 経 外 科 《 野 田 靖 人 》 大川 橋本 坂本 橋本 水曜の坂本医師は1・3・4・5週の午後
野田 渡邊 野田 野田 渡邊

形 成 外 科 《 坊　 英 明 》 坊 坊 西村 坊 《初診は完全紹介状制》
稲葉 稲葉 稲葉 稲葉 木曜は予約のみ（手術日）

泌 尿 器 科 《 村 上 雅 哉 》 小口 村上 交替制 後藤 村上 水曜の定兼医師は奇数週、笠井医師は偶数週
今井 定兼 定兼／笠井 笠井 今井／小口 金曜の今井医師は奇数週、小口医師は偶数週

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 笠井 《初診は完全紹介状制》受付は午後1時～2時
産 婦 人 科 《 矢 田 大 輔 》 初診 井上 田島 交替制 矢田 古川 《婦人科初診は完全紹介状制》

矢田 交替制 交替制 井上／大嶽 交替制 木曜の井上医師は奇数週、大嶽医師は偶数週
妊婦健診 田島 交替制 佐藤 古川 井上 		

（婦人科疾患） 女性専用の外来 廣中 鈴木・金山 田島 田島 《再診のみ》水曜の鈴木医師は第2週、金山医師は第2･4週午後のみ
眼 科 《 藤 谷 暢 子 》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷

渡辺 渡辺 渡辺 渡辺※ 渡辺 ※木曜の渡辺医師は第2・4・5週
耳鼻いんこう科 《 児 玉 浩 希 》 初診 土田 交替制 児玉 佐伯 交替制

児玉 佐伯 土田
佐伯 土田 児玉

皮 膚 科 《 津 嶋 友 央 》 津嶋 津嶋 津嶋／田嶋 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、田嶋医師は偶数週
清／田嶋 田嶋 田嶋 田嶋 月曜の清医師は第1・3週、田嶋医師は第2・4・5週

放射線画像診断科 《 加 納 瑠 為 》 加納 《初診は完全紹介予約制》
放射線治療科 《 野 中 穂 高 》 野中 野中 野中 野中 野中 《初診は完全紹介予約制》
歯科口腔外科 《 井 出 正 俊 》 渡辺 渡辺 渡辺 渡辺 渡辺 金曜の渡辺歯科医師は初診のみ

井出 井出 井出 井出 井出 水曜の井出歯科医師は初診のみ
吉田 吉田 吉田 吉田 吉田 月曜・木曜の吉田歯科医師は初診のみ
大岩 大岩 大岩 大岩 大岩 火曜の大岩歯科医師は初診のみ		

勝山 木曜の勝山歯科医師は不定期月1回	
派遣歯科医師 派遣歯科医師

緩  和  ケ  ア  外  来 梶本 梶本 梶本 《初診は完全紹介状制》水曜は午前のみ
※都合により、内容が変更になることがあります。
※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。

　これまで検査台の増設等により待ち時間を短縮してまいりま
したが、現在も長くお待たせしてしまう状況が続いております。
　血液検査のみを予約されている患者さんについては、比較的
待ち時間の短い午前10時以降の来院をお勧めしております。ま
た、午後１時から３時までであれば、お待たせしません。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　予約・予約変更は、午後２から午後４時の間にお願いします。

血液検査のみ予約の患者さんへ

通院中の患者さんへ
●医師の人事異動について
退任日：令和5年12月31日　　　　　　　  就任日：令和6年1月1日

診療科 退任医師名 就任医師名
消化器内科 小

こ

森
も り

　徹
て つ

也
や

－
小児科 村

む ら

木
き

　國
く に

夫
お

－
外科 福

ふ く

島
し ま

　尚
な お

子
こ

－

整形外科 小
こ

林
ばやし

　一
か ず

輝
き

一
い ち

森
も り

紫
し

衣
い

奈
な

徳
と く

久
ひ さ

　博
ひ ろ

三
み つ

新
あ ら

井
い

莉
り

紗
さ

子
こ

泌尿器科 近
こ ん

藤
ど う

　洋
よ う

介
す け

－
耳鼻いんこう科 渡

わ た

邉
な べ

　菜
な

月
つ き

佐
さ

伯
え き

　美
み

咲
さ き
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各
科
紹
介

泌尿器科

看護学生インターンシップ開催

病院だより・ウェブサイトへの広告募集

　これから就職活動を始める、または就職活動中の学
生の皆さん！実際に看護の仕事を体験し、職場の雰囲
気を感じてみませんか？充実した一日が過ごせるよう
体験プログラムを用意し、スタッフ一同心よりお待ち
しています。

　令和６年度富士市立中央病院「病院だより」と「ウェブサイト」に掲載する広告を募集します。

※募集要項及び申込書は当院ウェブサイトをご確認ください。

看護部

実施日  令和６年２月７日(水)､14日(水)､21日(水)、
　　　　　　　　　　　28日（水）
 　　　　  令和６年３月６日(水)､13日(水)
※当院ウェブサイトの案内に沿ってお申し込みください。

　皆さんの作品が患者さん・医療従事者を笑顔にします。
　令和６年４月から９月までの展示分について、下記の
とおり申し込みを受け付けます。

受付日  令和６年２月22日（木）
　　　　　 午前９時から午前９時30分まで

※希望者多数の場合は、午前9時30
　分から月ごとに抽選を行います。

場　所 	２階　応接室
持ち物 	院内ギャラリー展示申込書

●病院だより
掲載位置  最終ページ下部
掲 載 料  １枠30,000円（税込み）
募 集 数  １号につき２枠（年４回発行）
申込期間  令和６年２月５日(月)から２月29日(木)まで

　　　　　 応募者多数の場合は、先着順とします。
                ただし、審査があります。

●ウェブサイト
掲載位置  トップページ下部
掲 載 料  １枠１か月5,000円(税込み）
募 集 数  ８枠
申込期間  希望月の1か月前まで

         （4月からの掲載は2月29日(木)まで）             
　　　　　掲載期間は令和6年4月から令和7年3月　
　　　　   までの間で、原則3か月以上とします。

院内ギャラリー展示申し込みについて

病院総務課　内線2216

病院総務課　内線2216

※募集要項及び申込
書は当院ウェブサ
イトをご確認くだ
さい。

http://byoin.city.fuji.shizuoka.jp/annai/
torikumi/gallery/moushikomi.html

http://byoin.city.fuji.shizuoka.jp/bumon/jimu/osirase/koukoku.html

〜患者さんにやさしい診療を提供します〜    

泌尿器科は、常勤医６名で手術・外来診療・
入院診療を行っております。
　手術については、これまでの腹腔鏡手術に加
え、令和５年３月より手術支援ロボットダビンチ
（da Vinci X）によるロボット支援下手術も導入
しました。手術支援ロボットダビンチは、その高
い精密性と操作性により手術の正確性が向上し、
迅速でスムーズな術後回復が得られます。その
他、尿路結石の内視鏡手術、膀胱・前立腺の経尿
道的内視鏡手術を多く行っております。
　外来は毎日２診体制で対応しておりますが、多
くの患者さんがいらっしゃるため待ち時間が長く
なることがあります。ご理解とご協力をお願いい
たします。また、近隣の泌尿器科クリニックと連
携し、患者さんにとって利便性の高い、病状に応

じて双方向に紹介しあう「二人主治医制」を導入
しております。
　病棟においては、入院患者さんやご家族とのコ
ミュニケーションを大切にし、快適な入院生活を
提供できるよう努めております。時には地域医療
連携センターと協力し、介護施設との橋渡しも行
っております。
　温かくやさしい診療を心がけ、市民の皆様の期
待に応えられるよう、スタッフ一同、診療に取り
組んでまいります。
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各　種　相　談 曜　 日 時　　間 場　　　所 問い合せ
看護・がん・よろず相談
病気や治療、療養生活に関することなど 月～金 8：30～16：00 1階総合相談室 内線2046

がん患者サロン 〜一人で悩まないで〜 第4水 14：00～16：00 1階第1会議室 内線2046

医療福祉相談
医療・保健・介護・福祉サービスに関する生活相談 月～金 8：30～16：00 1階総合相談室 内線2046

お薬相談 月～金 8：30～17：00 1階お薬相談室 内線2126

栄養相談 月～金 予約制 2階栄養相談室 内線2146

検査に関する相談・血糖自己測定器説明 月～金 8：30～16：00 2階中央検査相談室（臨床検査科) 内線2267

フットケア相談（糖尿病患者さんの足のケア） 水 9：00～11：00 2階内科外来 内線2288

医療放射線被ばく相談 月～金 予約制 1階中央放射線科 内線2153

医療安全相談 月～金 8：30～16：00 2階医療安全相談室 内線2259

1 高度・専門医療の提供
2 二次救急医療体制の充実
3 地域医療連携の推進
4 災害医療体制の整備
5 次世代の医療を担う人材育成高めよう知識と技術　提供しよう安全な医療

富士市立中央病院は、地域の基幹病院として、市民の皆さまにより良い医療を
やさしく安全に提供し、常に医療の向上に努めます。

 理　　念

 令和5年度病院指針

 基本方針

中央病院で働きませんか？職員募集！
　詳細は当院ウェブサイトをご確認いただくか、病院総務課人事担当までお問い合わせ
ください。随時、病院見学も受け付けています。

病院総務課　人事担当

正規職員採用試験情報 会計年度任用職員

登録情報 電子申請フォーム

試験日  ２月21日（水）

職　種  看護師

※詳しくは、4ページをご覧ください。

広告募集

富士市立中央病院病院だより第63号 令和６年２月１日発行(年4回発行)
〒417-8567 富士市高島町50番地  TEL.0545-52-1131  FAX.0545-51-7077
E-mail：byoin@div.city.fuji.shizuoka.jp  事務部病院総務課(内線2216)

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。

富士市立中央病院ウェブサイト
http://byoin.city.fuji.shizuoka.jp


